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【新設計積算システム用】 

工事費積算参考資料 
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工事番号 平成３０年度 国港補修 第２号 

工事名 富双2号幹線ほか1線道路補修工事 

 

単価適用日 

平成３０年9月１日（設計単価表） 

平成３０年9月号（物価資料） 

積算基準適用版 

平成30年7月制定版（共通編） 

平成30年７月制定版（道路編） 

適用単価地区 四日市 

諸

経

費

情

報 

諸経費工種 舗装工事 

週休補正×施工地域区分 【週休補正なし】×市街地（DID補正）(1) 

現場環境改善費計上区分 計上しない 

工種（間接労務費・工場管理費） 計上しない 

前払金支出割合 ３５％を超える場合 

契約保証補正 金銭的保証 

経費調整区分 経費調整しない 

 

（直接工事費計上分） 

別添の「積算資料（本工事費内訳表）」によります。 

※「積算資料（本工事費内訳表）」、「積算資料（単価表）」に記載している機械の機種など（仕様書に明示している機

種を除く）は、当該機種を指定するものではなく、発注者が積算上用いた条件を明示しています。 

 

その他 
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（共通仮設費積上分） 

※「積算資料（本工事費内訳表）」、「積算資料（単価表）」に記載している機械の機種など（仕様書に明示している機

種を除く）は、当該機種を指定するものではなく、発注者が積算上用いた条件を明示しています。 

 

１．運搬費 

運搬費の計上 （あり） ・ なし 

別添の「積算資料（本工事費内訳表）」等による。 

運搬費として、合計170,800円を計上しています。 

 

２．準備費 

準備費の計上 あり ・ (なし) 

 

 

３．事業損失防止施設費 

事業損失防止施設費の計上 あり ・ (なし) 

 

 

４．安全費 

安全費の計上 あり ・ （なし） 

 

 

５．役務費 

役務費の計上 あり ・ （なし） 

 

 

６．技術管理費 

技術管理費の計上 （あり） ・ なし 

別添の「積算資料（本工事費内訳表）」等による。 

技術管理費として、合計81,000円を計上しています。 

 

７．営繕費 

営繕費の計上 あり ・ （なし） 
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（諸経費全般）    

１．支給品費の取り扱い 

支給品 あり ・ （なし） 

 

 

２．処分費の取り扱い 

処分費の控除 （あり） ・ なし 

「積算基準（共通編）」の取り扱いに基づき、建設廃棄物受入料金の「処分費」の金額については、所 

定の金額を諸経費対象から控除しています。 

 

アスファルト塊の処分費については、2,350 円/m3 としています。 

 

 

３．スクラップ評価額の取り扱い 

スクラップ評価額 あり ・ （なし） 

 

※１ スクラップ評価額とは、鋼材の処分費用です。 

※２ 工事価格は、1,000円単位としており、端数処理前の工事価格から1,000円未満の金額を除いた額として

います。また、工事価格の1,000円未満の調整は一般管理費等で行っています。 

 

４．木材売却額の取り扱い 

木材売却額 あり ・ （なし） 

 

 

※ 工事価格は、1,000円単位としており、端数処理前の工事価格から1,000円未満の金額を除いた額としてい

ます。また、工事価格の1,000円未満の調整は一般管理費等で行っています。 

 

５．機器単体費の取り扱い 

機器単体費控除 あり ・ （なし） 
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６．鋼構造製作物費の取り扱い 

鋼構造製作物費控除 あり ・ （なし） 

 

 

 

７．管材費の取り扱い 

管材費の取り扱い あり ・ （なし） 

 

  

 

８．大型標識柱の材料費の取り扱い 

間接工事費の対象額控除 あり ・ （なし） 

 

 



摘　　要
数量単位

名称
規　格工事区分、工種、種別、細別

積算資料（本工事費内訳表）

数量単位

参考事項

本工事費

　舗装
  1式

　　舗装工
  1式

CB430010(0001)　　　舗装準備工（富双2号 路面切削(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)
幹線） 施工区分・平均切削深さ=全面切削6cm以下(4

000m2以下); 段差すりつけの撤去作業=段差
すりつけの撤去有り; 費用の内訳=全ての費
用      3,090m2

第0001号施工単価表殻運搬（路面切削）(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)
DID区間の有無=有り; 運搬距離明細出力区分
=明示しない; 運搬距離= 5.5 km; 費用の内
訳=全ての費用        155m3

第0002号施工単価表クラック防止シート張(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)
クラック防止シート使用量（m/m）=防止シー
ト使用量 1 m/m; 費用の内訳=全ての費用        299ｍ  1式

CB430010(0004)　　　舗装準備工（霞西側道 路面切削(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)
夜間路） 施工区分・平均切削深さ=全面切削6cm以下(4

000m2以下); 段差すりつけの撤去作業=段差
すりつけの撤去有り; 費用の内訳=全ての費
用        640m2

第0003号施工単価表殻運搬（路面切削）(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)
夜間DID区間の有無=有り; 運搬距離明細出力区分

=明示しない; 運搬距離= 7.3 km; 費用の内
訳=全ての費用         32m3

第0002号施工単価表クラック防止シート張(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)
クラック防止シート使用量（m/m）=防止シー
ト使用量 1 m/m; 費用の内訳=全ての費用         41ｍ  1式

四日市港管理組合- 1 -30-03-0104-3-006-00



摘　　要
数量単位

名称
規　格工事区分、工種、種別、細別

積算資料（本工事費内訳表）

数量単位

参考事項

第0004号施工単価表　　　アスファルト舗装工（ 表層（車道・路肩部）(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)
富双2号幹線） 1層当り平均仕上り厚(mm)=1層当り平均仕上

り厚 50 mm; 平均幅員=1.4m以上; 材料=密粒
度アスコン改質Ⅱ型(20)耐流動; 施工箇所=
車道・路肩; 締固め後密度（t/m3）=締固め
後密度　2.35t/m3; 瀝青材料種類=ﾀｯｸｺｰﾄ PK
-4; 費用の内訳=全ての費用      3,090m2  1式

第0005号施工単価表　　　アスファルト舗装工（ 表層（車道・路肩部）(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)
霞西側道路） 1層当り平均仕上り厚(mm)=1層当り平均仕上

り厚 50 mm; 平均幅員=1.4m以上; 材料=密粒
度アスコン改質Ⅱ型(20)耐流動; 施工箇所=
車道・路肩; 締固め後密度（t/m3）=締固め
後密度　2.35t/m3; 瀝青材料種類=ﾀｯｸｺｰﾄ PK
-4; 費用の内訳=全ての費用        640m2  1式

第0006号施工単価表　　　建設廃棄物受入 建設廃棄物受入れ料金
種類=Ａｓ塊        187m3  1式

第0007号施工単価表　　　区画線工 区画線工〔溶融式・手動〕(標準単価)
外側線週休補正区分=週休補正なし; 規格・仕様区

分=実線 幅 15cm; 時間的制約・作業時間帯=
無・昼間; 供用区分=供用区間; 排水性舗装
区分=通常舗装(排水性舗装以外); 塗布厚=1.
5mm（標準）; 塗料区分=白; 塗料規格=溶融
式 ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ含有量 15～18％; プライマー
規格=ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装; 費用の内訳=全ての費用        790ｍ

第0008号施工単価表区画線工〔溶融式・手動〕(標準単価)
中央線週休補正区分=週休補正なし; 規格・仕様区

分=破線 幅 15cm; 時間的制約・作業時間帯=
無・昼間; 供用区分=供用区間; 排水性舗装
区分=通常舗装(排水性舗装以外); 塗布厚=1.
5mm（標準）; 塗料区分=白; 塗料規格=溶融
式 ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ含有量 15～18％; プライマー
規格=ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装; 費用の内訳=全ての費用        190ｍ
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摘　　要
数量単位

名称
規　格工事区分、工種、種別、細別

積算資料（本工事費内訳表）

数量単位

参考事項

第0009号施工単価表区画線工〔溶融式・手動〕(標準単価)
停止線週休補正区分=週休補正なし; 規格・仕様区

分=ゼブラ 幅 30cm; 時間的制約・作業時間
帯=無・昼間; 供用区分=供用区間; 排水性舗
装区分=通常舗装(排水性舗装以外); 塗布厚=
1.5mm（標準）; 塗料区分=白; 塗料規格=溶
融式 ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ含有量 15～18％; プライマ
ー規格=ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装; 費用の内訳=全ての費用          4ｍ

第0010号施工単価表区画線工〔溶融式・手動〕(標準単価)
横断歩道週休補正区分=週休補正なし; 規格・仕様区

分=ゼブラ 幅 45cm; 時間的制約・作業時間
帯=無・昼間; 供用区分=供用区間; 排水性舗
装区分=通常舗装(排水性舗装以外); 塗布厚=
1.5mm（標準）; 塗料区分=白; 塗料規格=溶
融式 ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ含有量 15～18％; プライマ
ー規格=ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装; 費用の内訳=全ての費用         50ｍ

第0011号施工単価表区画線工〔溶融式・手動〕(標準単価)
止まれ：大　交差点マーク週休補正区分=週休補正なし; 規格・仕様区

分=矢印・記号・文字 幅 15cm（換算）; 時
間的制約・作業時間帯=無・昼間; 供用区分=
供用区間; 排水性舗装区分=通常舗装(排水性
舗装以外); 塗布厚=1.5mm（標準）; 塗料区
分=白; 塗料規格=溶融式 ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ含有量 1
5～18％; プライマー規格=ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装; 費用
の内訳=全ての費用         20ｍ  1式

　　仮設工
  1式

第0012号施工単価表　　　交通管理工（昼間施工 交通誘導警備員費
） 交通誘導警備員Ａ人数=交通誘導警備員A 8.8

 人; 交通誘導警備員Ｂ人数=交通誘導警備員
B 8.8 人          1式  1式

第0013号施工単価表　　　交通管理工（夜間施工 交通誘導警備員費
夜間） 交通誘導警備員Ａ人数=交通誘導警備員A 1.6

 人; 交通誘導警備員Ｂ人数=交通誘導警備員
B 1.6 人          1式  1式
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摘　　要
数量単位

名称
規　格工事区分、工種、種別、細別

積算資料（本工事費内訳表）

数量単位

参考事項

直接工事費計
  1式

間接工事費

　共通仮設費

第0014号施工単価表　　運搬費 建設機械運搬費
発地運搬質量(t)= 29 ｔ; 片道運搬距離(km)=36.

3 km; 特大品割増(C1)=7 割増; 悪路割増(C2
)=0 割増; 深夜割増(C4)=0 割増          1台

第0014号施工単価表建設機械運搬費
着地運搬質量(t)= 29 ｔ; 片道運搬距離(km)=36.

3 km; 特大品割増(C1)=7 割増; 悪路割増(C2
)=0 割増; 深夜割増(C4)=0 割増          1台  1式

TJ0020　　技術管理費 施工情報調査（モニタリング調査）
舗装工          1件  1式

　　共通仮設費（率計上額）
  1式

　共通仮設費計
  1式

純工事費
  1式

　現場管理費
  1式

工事原価
  1式

　一般管理費等
  1式

工事価格
  1式

消費税及び地方消費税相当額
  1式

本工事費計
  1式
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